
　　　

１　学　年　　第６学年

２　単元名　　「わたしたちの願いを実現する政治」

３　単元について

○ 本単元は，身近な公共施設について具体的に調べることを通して，日常生活における政治の

　働きや，政治が国民生活の安定と向上を図るために大切な働きをしていることに気付かせるこ

　とをねらいとしている。

　　近年，選挙の投票率の低下に見られるように，特に若年層の政治に対する関心の低下が懸念

　されているが，民主主義国家である我が国においては，主権者として積極的に政治に参加する

　国民の育成が必要不可欠である。

　　小学校においても，基本的な政治の働きと我が国の政治の仕組みを理解させ，より良い社会

　の形成を目指す態度を育成する必要がある。

○ 指導にあたっては，まず「公共」の意味，内容について考えさせ，グループで身近な公共施

　設を調べる活動を取り入れ，その中で住民の願いやそれを実現するための政治の働きに気付か

　せる。

　　また，調べた内容を相互に発表させ，それを基に行政や議会の働きや税の社会的意味につい

　て理解させていく。

　　さらに，国会の働きを中心に，国の政治の仕組みについて理解させ，あらためて「公共」の

　在り方について考える中で，社会に生きる一人の人間としての自覚を持たせるようにする。

４　単元の目標

 (1)　住民の願いと政治の働きについて進んで調べるとともに，より良い社会をつくっていこうと

　　する意欲を持つ。

(2)  公共施設ができる過程で，行政や議会がどのように関わっているか，また，税金がどのよう

　　に使われているのかを考えることができる。

(3)  公共施設の職員や施設利用者の話，役所などで調べたことをまとめ，発表することができる。

 (4) 地方公共団体や国の政治の基本的な仕組みがわかる。

　　【普遍的視点】

　　　コミュニケーション能力（主に技能面）

　　　　・　調べる活動において，知りたい内容を適切に聞き取る。

　　　　・　グループで調べたことを，わかりやすく伝える。

　　　自他の理解と尊重

　　　　・　各グループが調べたことを交流し，それぞれの良さを認め合う。

　　　共生・共感

　　　　・　住みよい社会をつくるためには，自分と同じように他の人の思いや願いを理解し，尊

　　　　　重することが大切であることに気付く。

５　評価規準

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

　住民の願いと政治の

働きについて，積極的に

調べようとしている。

　社会の一員として，住

みよい社会の実現を目

指そうとする意欲を持

つ。

住民の願いを実現す

るために，政治の様々な

働きがあることや，税金

が全ての住民のよりよ

い暮らしのために使わ

れていることに気付く

ことができる。

　グループで調査したこ

とを，相手によりわかりや

すく伝えるために，資料を

まとめ，工夫した発表をす

ることができる。

政治の仕組みや選挙

の意味，税金の使われ

方について基礎的な知

識を持つことができ

る。

授業展開例（社会）



６　指導と評価の計画（全１０時間）

評　　　価
次 学習内容（時数）

関心 思考 技能 知識 評　価　規　準 評価方法

１

教科書の記述を

基に，｢公共｣の意

味について考え，

自分たちの町にほ

しい公共施設につ

いて話し合う。

（１）

◎ ○

　「公共」の意味を考え，「みんな」の

ために建てられている公共施設の存在

に気付き，その利用や建設の経緯を調べ

ようとする意欲を持つことができる。

ﾜｰｸｼｰﾄ

発表

２

　グループに分か

れて，既存の公共

施設について調

べ，まとめる。

（５）本時５／５

○ ○ ◎

グループごとに調査計画を立て，協力

して積極的に聞き取りを行うことがで

きる。

調査結果や資料をわかりやすくまと

めた発表内容をつくることができる。

発表内容を基に，公共施設と政治の働

きとの関連について考えることができ

る。

調査計画

発表資料

ﾜｰｸｼｰﾄ

３

市議会を見学

し，その働きと税

の社会的意味を理

解する。（２）

○ ◎
公共施設の建設を手がかりに，市議会

の働きと，税の社会的意味について理解

することができる。

ﾜｰｸｼｰﾄ

発表

４

　国会の働きを調

べ，選挙の大切さ

について考えると

ともに，政治の仕

組みについてまと

める。（２）

○ ◎ ○

国における国会の働きと選挙の仕組

みについて理解することができる。

公共と政治の働きについて，自分たち

の暮らしとかかわらせながら考えるこ

とができる

観察法

発表

レポート

７　本時の展開

 (1)  本時の目標

・ グループ相互に発表の交流を行うことを通して，住民の願いとそれを実現する政治の働き

　について気付くことができる。

【普遍的視点】

　　・　発表の交流を通して相互の良さを認め合い，共通点や相違点を基に相互に意見を発表する

　　　ことができる。（自他の理解と尊重）

 (2)　準備物

　　　教科書　東京書籍『新編　新しい社会　６下』

発表用の資料，ワークシート



 (3)　展開

主な学習活動 主な発問 指導者の支援・留意点 評価規準 評価方法

導

　　

入

　本時のめあてを確認

する。

　それぞれのグル

ープの発表の良か

ったところや，他の

グループと同じと

ころ，違っていると

ころに気をつけて

聞こう。

　発表の相互交流をし，そ

れぞれのよさや，調査した

公共施設の共通点，相違点

について考えることを知

らせる。

　メモするポイントを再

確認させる。

展　
　

開

　それぞれのグループ

で調べたことを発表し

あう。

　発表内容などについ

て質問し，答える。

　各グループごとに，他

のグループとの共通点

や，相違点を話し合う。

　各グループで話し合

ったことを全体で発表

する。

　各グループの発表を

基に，共通点などから政

治の働きについてまと

める。

　グループで，他の

グループの発表内

容と比べてみよう。

　公共施設は，どの

ようにして作られ

るのでしょうか。

　聞き手にわかりやすく

伝わるように，適宜，発表

を支援する。

　的確にメモを取りなが

ら発表を聞くようにさせ

る。

　各自のメモや，気付きを

基に，全員が話し合うよう

にさせる。

　他のグループの発表の

良さについても話し合う

ようにさせる。

　他のグループの良さ，共

通点や相違点など，発表で

必ず触れる視点を明確に

する。

　各グループの調査内容

を基にした話合いにする。

　お互いの発表

の良さを認め合

う。

　住民の願いを

実現する政治の

働きについて考

えることができ

る。

観察法

発表

観察法

ま

と

め

　　

　本時のまとめをする。 　わかったことや，

気付いたこと，疑問

などを書こう。

　各自が書いたワークシ

ートを手がかりに書かせ

る。

　私たちのくら

しに政治の働き

が反映させてい

ることがわか

る。

観察法

ﾜｰｸｼｰﾄ

８　評価

　・　調べたことを基に，自分たちのくらしに政治の働きが反映されていることに気付くことが

　　できたか。

　・　発表の交流や話し合いを通して相互の良さを認め合うことができたか。

　　（自他の理解と尊重）


